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●質疑応答                                           

Ｑ１：口腔機能検査の検査料はどれくらいが想定されてい

るのか？ 

田中先生：口腔機能低下症は今年 4 月から新たな病名とな

る。私が説明した 7 つの検査は医療保険の対象にするよう

申請中のもので、厚労省の判断によって変わってくると思

う。私が知っている範囲では、例えば 1 カ月に 1 回程度口

腔内管理医療として 100 点が加算されるのではないかと

聞いている。 

 

Ｑ２：歯科検診では、口腔機能に対してまで受け皿の体制

が整っていないように思う。機能に関するところは口腔健

診の分野なのか、あるいは医療健診の分野としてできるも



27 

 

のなのか。現在行われている後期高齢者健診ではＲＳＳＴ

（反復唾液嚥下テスト）とブローイングで口腔機能をみて

いるが、今後は口腔機能の 7 つの検査が入ってくるのかど

うかを含めて見解を聞きたい。 

田中先生：７つの検査については、数値を出す可能性があ

るとしか私には分からない。どのような方法による検査に

なるのかは今月中には明確になると思う。 

 

Ｑ３：フレイルについて今後、行政がからんでフレイルの

トレーナー養成の方向に進んでいくのか。 

葛谷先生：行政はまだそこまで行っていないと思うが、サ

ルコペニアフレイル学会ではそれに対応できるトレーナ

ーを養成しようとしている。しかしフレイルはまだ病名に

なっていないので、その辺りをどうするかの問題がある。

また、後期高齢者健診の現状は基本的にメタボ健診であり、

それには私も疑問を感じている。将来的にはフレイル健診

になっていくだろうと聞いているが、具体的なことはまだ

決まっていない。 

 

Ｑ４：行政側で健康教室の中で運動教室をやっているが、

その中で舌の力などに関する簡単なスクリーニング（検査）

方法があれば聞きたい。 

田中先生：検査となると数値が伴うものと思ってしまうが、

ＲＳＳＴ、ブローイング、フードテストなど割と簡単にで

きるものもある。例えばブローイングは大学のリハの患者

さんなども抵抗なくやっている。食べる分野の検査は病院

なのであまり行っていない。 

 

Ｑ５：ＰＰＫ（ピンピンコロリ）、ＮＮＫ（ネンネンコロ

リ）の男女差はあるのか？ 

葛谷先生：よく分からないが、だいたい男性の方が早く亡

くなるし、女性の場合は長生きして少しずつ自立度が低下

してくるケースが多い。もちろん女性にもＰＰＫの人がい

るが、男性に比べると少ないと思う。 

 

Ｑ６：歯周病や口腔がん、噛み合わせ、咬合などの問題を

総合的にとらえ、どのように維持していったら長く歯を維

持していけるのか？ 

田中先生：年齢が高くなって、歯を喪失する原因は歯周病

と言われている。歯周病予防のためには、定期的な歯のク

リーニング、歯石をとることだろう。その他にあまり硬い

ものを噛みしばらないこと。歯が多く残っている人でも歯

が割れてくることがあり、表面のエナメル質だけならまだ

しも、最近は下の象牙質の層まで割れてくる人が多い。意

識的に硬すぎるものを噛まないことが大切だ。睡眠時のブ

ラキシズムという噛む癖（歯ぎしり）がある人は、ナイト

ガード（マウスピース）を入れるのも歯を維持する方法だ

と思う。 

 

Ｑ７：ＮＰＯ組織で健康寿命を延ばすために健康体操やハ

イキングなど様々なことをやっているが、男性の参加率が

非常に悪い。男性参加を促すための医学的な助言があれば

聞きたい。 

葛谷先生：私は栄養と運動の話をしたが、健康寿命を考え

る時にいちばん大事なのは社会参加だと思う。家にいるば

かりで外に出ない男性を、いかに外に引っ張り出すかは大

きな課題で、どこの行政も頭を悩ませている。一方で成功

例もある。行政やＮＰＯ側が栄養訪問として自宅に栄養士

を派遣し、本人と話をするとともに冷蔵庫の中身を見て必

要なものを買うようにアドバイス。はじめは拒否していた

人がだんだんと栄養士の指導にのってくるようになった

という。出てくるのを待つのでなく、逆に訪問することも

男性参加のきっかけになるのではないかと思う。 

 

Ｑ８：フレイルやサルコペニアと、オーラルフレイルとの

関連性を聞きたい。 

葛谷先生：オーラルフレイルは私が話した身体的フレイル

になる前の状態。田中先生が話した口のいろんな問題が、

将来に身体的フレイルにつながっていくという捉え方で、

オーラルフレイルの概念が出てきたと思う。オーラルフレ

イル以外の要因もフレイルにはあると思うが、その中で口

の問題は非常に大事で、オーラルフレイルが問題視される

ようになったと思う。 
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